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１．はじめに

　ファイナンスと自然言語は、広範なアプローチ

によりそれぞれに探求されてきた。近年「データ

サイエンス」がさかんになるに連れ、分野横断的

にデータがとらえられるようになり、従来は独立

して研究が行われていた両分野において、一方の

分野の視座から他方を取り扱うことが広く行われ

るようになってきた。

　本稿では、ファイナンスの側からは、市場の経

済活動の帰結として定まる価格の時系列データ、

自然言語の側からは、コミュニケーションの帰結

として交わされる言語記号の系列データに着目

し、筆者が共同研究者らとともに数年来取り組み

を行った経験に基づき、二つを融合的にとらえる

ことにより目指し得る一つの可能性について、言

語の分野から検討する。

　ここで最初に述べておきたいのは、筆者はファ

　言語情報が金融データサイエンスに取り入れられるようになっている。言語とファイナンスは、いずれも人の
価値の流通系であり、共通する性質が様々にある。両者ともに「効率」の概念が仮定されることもあり、べき乗
則も共通する。二つの系を俯瞰することにより、それぞれの系に関するより深い理解を目指す新しい方法論につ
いての示唆が得られる。本稿では、言語とファイナンスの共通性と差異を踏まえ、言語がファイナンス工学にど
のように寄与し得るかを、言語の側から考察する。

言語はファイナンス工学にどのように寄与し得るか
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